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目
疋
時
名
と
散
田

ω

|
|
|
「
西
福
寺
文
書
」
年
末
善
一
月
二
八
日
付

是
時
名
・
久
延
名
作
職
重
書
を
め
ぐ
っ
て
I
l
-
-

寺

下

義
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四
一
円
不
輸

阿
部
・
松
浦
両
氏
と
も
、
是
時
名
に
は
公
事
が
賦

課
さ
れ
て
い
た
と
の
前
提
で
立
論
さ
れ
て
い
る
が
、

証
明
は
さ
れ
て
い
な
い
旧
日
)
そ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の

は
、
是
時
名
が
二
円
不
輸
」
に
寄
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
で
は
「
一
円
不
輸
L

と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
た
と
え
ば
、
応
安
二
年
(
一
三
六

九
)
一
一
月
一
五
日
、
地
頭
山
内
重
経
(
将
経
の
祖

お
は
原
敷
地
を
「
一
円
不
輸
」
に
西
福
寺
へ
寄
進

し
て
い
る
ら
)
半
世
紀
以
上
も
経
っ
た
永
享
四
年

寺
下

是
時
名
と
散
田

(
一
四
三
二
)
九
月
八
日
、
地
頭
代
小
河
浄
円
は
次

の
よ
う
な
免
許
状
を
出
し
て
い
る
。

時
川
洋
岬
ぽ
庄
櫛
川
正
町
一
骨
子
(
団
幹
間
昨
m
町
壬

悔
E
市
町
一
丹
不
掛
町
即
日
骨
骨
骨
骨
ぃ

λ
、
骨

比

rLN
砂
時
間
)
仙
官
、
札
m
h
v
u
w
骨
子
骨
骨
、
此
町
市
中
島
4

あ
る
ま
し
く
候
、
仰
為
向
後
証
文
状
如
件
、

(

四

)

地

頭

代

(

円

)

(

町

)

永
享
二
九
月
八
日
小
河
弾
正
浄
口

「
一
円
不
輸
」
と
は
、
地
頭
(
代
)
の
立
場
か
ら

言
え
ば
、
臨
時
の
天
役
・
課
役
に
至
る
ま
で
一
切
賦

課
徴
収
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
応
永

二
二
年
(
一
四
一
五
)
一

O
月
一
一
日
、
姫
松
女
は

窪
田
二
時
↑
「
一
円
不
輸
」
に
西
福
寺
へ
売
却
し
て

い
る
が
、
こ
の
土
地
は
前
年
の
応
永
一
二
年
(
一
四

一
四
)
二
月
二
二
日
付
山
内
将
経
安
堵
状
に
よ
れ
ば
、

か
つ
て
重
経
が
高
原
庵
に
売
却
し
た
地
頭
給
の
一
部

で
あ
っ
た
。
関
係
文
書
を
年
代
順
に
示
そ
う
。

仙
げ
で
司
同
)
か
わ
の
い
伊
田
の
一
は
ん
ぜ
な
り
、
」

(

櫛

川

)

売
波
野
坂
庄
内
櫛
川
郷
地
頭
給
事

合
弐
段
者
在
坪
ク
ホ
回

右
件
困
者
、
重
代
相
伝
之
地
頭
給
た
り
と
い
へ

と
も
、
直
依
有
要
用
、
代
銭
拾
弐
貫
文
仁
永
代

を
か
き
り
て
う
り
わ
た
す
所
実
な
り
、
若
天
下

(

徳

政

)

御
と
く
せ
い
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
こ
れ
を
と
り

後の・頭・科か
日御・給・にへ

観売公・た・申す
応券事・る・をへ
元之以・間・こか
年状下・、なら
八如更・まヲわす
月件仁・んる
十 、か・き。へも
九 け・う巻くし
日 申・公・候こ

ま・事・ 、れ
し・無・而を
く・之・仁そ
候・ 、此・む
、弁・回・か

f乃公・ハ・ハ
為方・地・罪

藤
(原
花重

i空白経

(

端

裏

書

)

(

安

)

ω「
く
ほ
回
二
反
櫛
河
殿
案
堵
状
」

く
は
た
の
下
地
事

件

r
t
r
ん
川
市
一

f
k、
骨
骨
骨
骨
、
E
内
山
中
小

1
v
b
ト

(
知
行
)
(
う
)
(
相
違
)

か
せ
て
、
ち
き
や
口
き
う
い
あ
る
へ
か
ら
す
、

よ
て
状
如
件
、

応
永
廿
一
年
二
月
廿
一
百
将
経
(
花
町

(
端
裏
書
)

例
「
く
は
回
弐
段
売
券
柏
山
や
ま
し
な
殿
女
性
」

売

渡

永

田

地

事

合
弐
反
者
向
時
開
制
限
引
帳
也

右
件
田
者
、
自
櫛
川
高
原
庵
所
譲
得
地
也
、
而

依
有
昨
日
骨
、
代
銭
拾
参
賞
文
一
一
除
、

r品
川
、
一
丹

不
輸
西
福
寺
所
令
泊
却
也
、
然
者
後
々
末
代
於

子
孫
不
可
致
違
乱
者
也
、
仇
為
後
日
売
券
之
状

如
件
、

応
永
廿
二
年
十
月
十
一
日

押訂ま臣
吋会松

女

花
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若
越
郷
土
研
究

四
十
二
巻
四
号

ωけ・

ωは
、
例
に
記
さ
れ
た
「
本
文
書
六
通
L

の

一
部
と
見
ら
れ
匂
将
経
が
祖
父
重
経
と
性
知
庵
主

の
譲
渡
を
踏
ま
え
て
安
堵
し
た
こ
と
は
、
当
該
地
に

「
ま
ん
さ
う
公
事
L

・
「
公
方
の
御
公
事
以
下
」
が
全

く
か
か
ら
な
い
こ
と
を
了
承
し
て
い
る
と
言
え
匂

姫
松
女
は
、
そ
の
こ
と
を
売
券
で
「
限
永
代
、
一
円

不
輸
西
福
寺
所
令
泊
却
也
L

と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
公
事
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
「
於
名

田
御
年
貢
公
葦
守
合
)
あ
る
い
は
「
限
あ
る
御
年
貢

御
公
事
告
と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
本
役
の
ひ
と
つ

万
雑
公
事
・
夫
役
な
ど
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
ω
け
の
よ
う
に
同
一
文
書
で
「
公
方
の
御
公
事
以

下
」
と
寸
ま
ん
さ
う
公
事
L

と
が
併
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
公
方
公
事
が
単
に
万
雑
公
事
・
夫
役
の
み

を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
本
役
全
般
を
指
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
敦

賀
郡
で
は
気
比
社
の
社
司
遣
田
免
田
が
所
々
に
散
在

し
て
お
匂
)
本
役
と
し
て
社
司
米
・
免
田
銭
な
ど
が

賦
課
さ
れ
て
い
た
が
。
)
か
か
る
本
役
米
銭
を
「
公

事
」
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
わ

せ
る
史
料
が
あ
知
)
ま
た
、
常
宮
社
で
は
反
別
三
斗

の
「
八
講
米
」
を
徴
収
し
た
が
、
そ
れ
を
「
公

事
L

・
「
本
年
貢
」
「
本
役
」
と
称
し
て
い
匂
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さ
ら
に
、
善
妙
寺
で
は
「
公
事
銭
」
と
「
本
役
銭
L

と
を
同
義
に
使
用
し
て
い
る
事
叫
ん
U

確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
事
に
は
広
義
と
狭
義
、
ふ
た
通
り

の
使
い
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
「
一
円
不
輸
」
と
は
上
級
領
主
へ
の
貢
租

負
担
義
務
が
と
も
な
わ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
一
円
不
輸
」
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
買
主
・

被
寄
進
者
の
利
害
関
係
と
直
接
結
び
付
く
。
こ
の
言

葉
が
売
券
や
寄
進
状
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
慣
用
的
な

表
現
で
は
な
く
、
実
質
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
道
円
に
よ
る
助
近
名
と
そ

れ
に
か
か
わ
る
散
田
の
寄
進
で
あ
る
。

(
端
裏
書
)

ω「
助
近
名
寄
進
状
L

奉

寄

進

西

福

寺

越
前
田
野
坂
庄
木
崎
郷
内
助
近
名
之
事

合
壱
名
者

(

相

続

)

右
件
名
ハ
、
道
円
入
道
さ
う
そ
く
知
行
の
地
な

り
、
市
を
僧
祥
満
房
に
永
代
ゆ
つ
り
あ
た
う
と

い
ゑ
と
も
、
死
去
の
問
、
彼
僧
井
ニ
道
円
入
道

内
尼
公
円
妙
為
後
生
善
処
、
限
永
代
、
一
円
不

輸
ニ
当
寺
に
寄
附
申
と
こ
ろ
な
り
、
ね
ん
こ
ろ

に
御
と
ふ
ら
い
に
あ
っ
か
り
候
へ
く
候
、
若

子
々
孫
々
違
乱
煩
を
申
候
ハ
¥
不
孝
者
た
る

(
田
為
カ
)

へ
く
候
、
口
口
後
之
状
知
件
、

H
I
l
l
-
-川
U

(
端
裏
書
)

M
W
「
助
近
名
散
田
寄
進
状
L

奉

寄

進

西

福

寺

越
前
回
木
崎
郷
道
円
持
分
散
団
事

合
は
は
い

M
M
勺
者

;
一
一
。
・
・
(
咽
揃
)

右
件
団
地
ハ
、
道
円
入
道
さ
、
ア
司
令
く
知
行
の
地

な
り
、
而
を
助
近
名
を
寄
進
申
候
問
、
彼
名
の

公
事
の
た
よ
り
の
た
め
に
寄
進
申
候
、
お
な
し

く
祥
満
僧
弁
ニ
道
円
尼
公
円
妙
の
菩
提
を
御
と

ふ
ら
い
候
て
給
へ
く
候
、
若
子
々
孫
々
違
乱
煩

を
申
候
ハ
¥
不
孝
た
る
へ
く
候
、
侃
為
後
証

之
状
如
件
、

応
永
廿
五
年
十
月
十
一
日
道
円
(
花
島

道
円
は
、
祥
満
房
と
円
妙
尼
の
菩
提
の
た
め
に
助

近
名
を
「
一
円
不
輸
L

に
寄
進
し
た
。
し
か
し
、
助

近
名
に
は
、
本
来
、
公
事
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
道
円
は
自
ら
が
知
行
し
て
い
た
散
田
の
得

h↑
も
っ
て
、
西
福
寺
に
公
事
を
果
た
さ
せ
る
べ
く

手
配
し
た
の
で
あ
る
。
道
円
は
、
応
永
二
四
年
(
一

四
一
七
)
、
木
崎
郷
の
百
姓
逃
散
に
関
し
て
、
科
代

二
O
貫
文
を
請
人
の
ひ
と
り
西
方
向

r納
め
て
い
る

こ
と
か
匂
)
同
郷
で
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
農
民
と

道
円
(
花
柄
一
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考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
散
田
と
言
え
ば
、
庄
園
領

主
直
属
地
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
当
時
の

敦
賀
郡
に
は
、
在
地
の
有
力
農
民
が
相
続
知
行
す
る

散
回
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
助

近
名
の
「
公
事
の
た
よ
り
L

の
た
め
に
散
田
が
寄
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
仰
の
「
限
永
代
、
一
円
不
輸

ニ
当
寺
に
寄
附
申
と
こ
ろ
な
り
」
と
い
う
文
言
が
単

な
る
飾
り
文
句
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る。

色
回
に
な
っ
た
と
い
う
説
明
も
受
け
入
れ
が
た
い
。

重
書
付
|
例
は
公
事
収
取
機
能
の
一
時
的
停
止
で
も
、

作
人
に
対
す
る
支
配
方
科
介
転
換
を
伝
え
る
も
の
で

も
な
い
の
で
あ
る
。
私
に
は
、
是
時
名
を
構
成
し
て

い
る
名
耕
地
は
、
元
来
、
散
田
で
あ
ら
)
そ
れ
故
に

複
数
の
百
姓
に
土
地
を
割
り
付
け
て
保
有
さ
せ
、
作

職
を
預
け
て
耕
作
さ
せ
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
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五
内
徳
分
と
除
地
分

公
事
が
本
役
全
般
を
指
し
て
い
る
の
か
、
本
年
貢
是
時
名
の
名
耕
地
が
散
田
で
あ
り
、
公
事
の
負
担

と
対
置
さ
れ
る
万
雑
公
事
・
夫
役
の
み
を
意
味
し
て
義
務
が
な
か
っ
た
と
い
う
仮
説
を
よ
り
確
固
た
る
も

い
る
の
か
、
た
だ
ち
に
判
断
で
き
な
い
に
し
て
も
、
の
に
す
る
た
め
、
是
時
名
を
形
成
す
る
土
地
が
ど
こ

ま
た
窪
田
の
よ
う
に
も
と
/
¥
公
事
の
負
担
義
務
が
に
あ
り
、
い
か
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
の
か
解
明

な
い
土
地
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
助
近
名
の
ょ
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
是
時
・
久
延
両
名
が

う
に
人
為
的
に
公
事
が
省
か
れ
た
の
か
、
相
違
は
あ
重
書
で
「
原
名
L

と
呼
ば
れ
、
是
時
名
に
は
「
石

っ
た
に
し
て
も
、
「
一
円
不
輸
」
と
は
公
事
を
負
担
町
」
、
久
延
名
に
は
寸
池
田
L

・
「
湯
屋
之
(
の
)

す
る
必
要
が
全
く
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
前
」
と
称
さ
れ
る
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る

し
た
が
っ
て
、
是
時
名
が
「
一
円
不
輸
」
に
寄
進
さ
ら
)
現
在
地
を
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
天
正
八
年

れ
て
い
る
以
L
埼
西
福
寺
は
公
事
と
り
わ
け
夫
役
を
(
一
五
八

O
)
七
月
晦
日
付
野
村
秀
政
書
状
が
、
名

果
た
す
た
め
に
作
職
を
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
耕
地
の
位
置
に
つ
い
て
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

(
是
時
-
久
延
)

た
と
い
う
よ
う
な
見
解
は
、
な
ん
ら
根
拠
の
な
い
も
両
名
御
内
徳
一
向
少
分
之
由
、
御
訴
訟
候
ニ
付

の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
名
主
の
没
落
な
ど
に
よ
る
而
、
奉
行
衆
へ
被
相
尋
候
処
、
思
出
倖
賠
む

散
回
名
化
の
た
め
に
公
事
・
夫
役
が
免
除
さ
れ
、
一
別
帳
之
分
者
、
道
を
限
而
、
辻
堂
ヨ
リ
上
参
拾

寺
下

且
定
時
名
と
散
田

余
石
分
、
但
壱
町
弐
段
ハ
中
田
、
其
余
者
下
之

分
由
申
越
候
、
此
帳
面
ハ
以
後
と
て
も
紛
有
閑

敷
候
問
、
以
御
分
別
、
重
而
可
被
仰
越
候
、
委

細
御
使
僧
申
渡
候
、
恐
憧
謹
一
言
、

天

正

八

野

村

甚

十

郎

七

月

晦

日

秀

政

(

花

押

)

西
福
寺御

役
者

天
正
一
万
年
(
一
五
七
三
)
八
月
、
朝
倉
氏
を
滅
ぼ

し
た
織
田
信
長
は
、
同
三
年
(
一
五
七
五
)
に
か
け

て
木
下
祐
勾
)
羽
柴
秀
士
喝
)
さ
ら
に
武
藤
舜
秀
・
不

破
光
治
ら
を
敦
賀
郡
に
配
し
、
戦
後
処
理
や
一
向
一

撲
に
対
す
る
攻
撃
・
防
備
に
当
た
ら
せ
た
。
こ
の
間
、

天
正
二
年
ご
五
七
四
)
九
月
一
六
日
、
武
藤
・
不

破
両
氏
は
西
福
寺
に
是
時
・
久
延
両
名
の
内
徳
分
を

安
堵
L
W
)

そ
れ
以
外
の
寺
領
を
闘
所
処
分
と
し
句
。
)

そ
の
際
、
「
都
品
川
と
呼
ば
れ
る
課
税
対
象
地
の
台

帳
を
作
成
し
た
が
、
同
時
に
作
ら
れ
た
免
税
地
の
台

帳
が

J
不
右
衛
門
尉
之
別
帳
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
別
帳
に
よ
れ
ば
、
両
名
は
「
道
」
を
境

と
し
て
「
辻
堂
」
よ
り
上
手
に
あ
っ
た
と
い
う
。
原

で
「
道
」
と
言
え
ば
、
原
河
(
川
)
沿
い
の
「
樵
大

島
が
想
起
さ
れ
る
し
、
「
辻
堂
」
は
現
在
も
石
造

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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寺
下

是
時
名
と
散
田

図II 西福寺周辺国

百 lEτ 敦賀市基本図其4(昭和47年測量・平成元年修正)に地籍図を書き加え、縮小複写。
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四
十
二
巻
四
号

(
町
)

地
蔵
菩
薩
立
像
を
安
置
す
る
辻
堂
に
他
な
ら
な
い
。
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
推
測
す
る
に
、
原
名
の
名
耕
地
は
現
在
の
さ
て
そ
の
後
、
天
正
三
年
(
一
五
七
五
)
九
月
、

地
籍
で
言
え
ば
、
「
一
ノ
門
前
L

・
「
二
ノ
門
不
破
光
治
は
前
田
利
家
・
佐
々
成
政
ら
と
と
も
に
府

し
も
ん
ほ
ら

前
」
・
「
内
辻
堂
」
-
「
下
原
L

を
中
心
と
す
る
地
中
三
人
衆
と
な
弘
)
一
方
、
こ
の
時
、
武
藤
舜
秀
は

域
に
散
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
(
図
H
)
。
敦
賀
郡
を
宛
行
わ
れ
た
匂
同
七
年
(
一
五
七
九
)

ま
た
別
帳
に
よ
れ
ば
、
原
名
の
内
徳
分
は
二
一

O
余
七
月
三
日
、
摂
津
田
伊
丹
の
陣
中
で
病
死
す
弘
)
父

石
で
あ
っ
た
と
い
う
。
室
町
時
代
の
両
名
の
内
徳
分
舜
秀
の
跡
を
継
い
だ
康
秀
は
、
早
く
も
同
月
二
三
日
、

に
つ
い
て
明
示
す
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
、
享
徳
原
名
の
内
徳
分
を
西
福
寺
に
安
堵
し
て
い
毎
そ
し

四
年
(
一
四
五
五
)
前
後
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
て
、
野
村
秀
政
が
「
此
帳
面
ハ
以
後
と
て
も
紛
有
問

(
朗
)

れ
る
西
福
寺
々
領
分
配
目
録
の
「
造
営
」
の
項
に
は
、
敷
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
名
の
内
徳
分
は
、

次

の

よ

う

な

記

載

が

あ

る

。

慶

長

三

年

(

一

五

九

八

)

六

月

の

検

地

の

際

に

も

是
時
名
分
米
廿
一
石
室
長
未
定
「
従
前
々
郡
一
般
に
被
相
除
御
収
納
候
筋
民
に
よ
っ

久

延

名

分

米

六

石

斗

一

間

)

て

安

堵

さ

れ

た

。

つ

い

で

元

和

六

年

(

一

六

二

O
)

こ
の
目
録
で
は
、
本
役
な
ど
の
負
担
が
あ
れ
ば
、
八
月
八
日
、
松
平
忠
直
は
三
二
石
八
斗
四
升
七
合
を

そ
の
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
匂
)
両
名
の
分
米
二
「
寄
進
」
同
)
近
世
以
降
、
西
福
寺
々
領
と
し
て
継

七
石
は
西
福
寺
の
収
取
分
、
す
な
わ
ち
内
徳
分
に
相
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
匂
し
か
し
、
周
知
の
よ

当
す
る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
う
に
明
治
四
年
(
一
八
七
ご
一
月
、
時
の
政
府
は

(
瑚
)

享
徳
四
年
(
一
四
五
五
)
前
後
か
ら
天
正
二
年
(
一
社
寺
領
を
没
収
し
た
。
西
福
寺
は
、
こ
の
上
知
令
施

五
七
四
)
ま
で
の
時
間
的
隔
た
り
、
「
大
途
」
・
行
に
際
し
、
除
地
高
や
除
地
分
耕
地
の
面
積
・
耕
作

「
斗
」
な
ど
析
の
査
室
喝
さ
ら
に
農
業
生
産
力
の
者
名
、
境
内
地
・
柴
山
・
荒
畑
の
面
積
、
「
椛
都
」

向

L
Pど
、
さ
ま
ぐ
な
要
因
が
あ
っ
て
数
値
に
差
と
呼
ば
れ
た
譜
宗
務
略
歴
、
さ
ら
に
新
納
税

(

即

)

「

附

)

異
は
あ
る
も
の
の
、
織
田
政
権
が
安
堵
し
た
三

O
余
額
な
ど
を
-
記
し
た
「
上
知
一
件
L

と
題
す
る
書
類
を

石
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
分
米
二
七
石
と
直
結
す
る
も
作
成
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
除
地
高
や
除

地
分
耕
地
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
。
除
地
高
は
、
表

高
と
内
高
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
高
は
、

庄
屋
ヨ
リ
役
所
江
書
上
本
固
有
所
井
ニ
下
作
連
名

覚

一越一門一宇
前ノ辻

下回中前上子
六六五堂
畝畝畝
廿 八 廿
一分六
分分

九
斗
三
升
九
A
ロ

九
斗
四
升

九
斗
三
升
八
合

此
田
〆
壱
反
八
畝
廿
五
分

一札一門一半
場前

上 下下中
分此四五六此
米田畝畝畝米
〆〆拾拾拾〆
弐壱六分分弐
石反分 石
四 六 八
斗畝 斗
一六 壱
升分七七九升
二 斗斗斗七
合 二四五合

升升升
五 七
合合

半
田
治
良
三
良
分
共

一
下
七
畝
拾
二
分

壱
石:

斗き
ノ、
メ入
ロ

〆

右
回
総
〆
弐
町
弐
反
弐
畝
拾
九
分

右
之
分
米
〆
三
拾
三
石
壱
斗
三
升

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、

清

治

郎

同

人

同

人

丹
右
ヱ
門

同

人

同

人

ノ、

助

荘
屋
(
醐
)

未

二

月

多

右

ヱ

門

の
よ
う
に
耕
作
者
別
に
耕
地
字
名
・
田
品
・
回
積
・
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表
II

除
地

分
耕

地
の

面
積

と
分

米
高

ω
表

高

耕
地

名
上

国
中

田
a

 
b

 

①
 
門

ノ
前

9
畝
28

歩
6
畝

8
歩

②
 
下

門
前

③
 
笠

松
5
畝
26

歩
8
畝
27

歩

④
 
半

田
5
畝

19
歩

9
畝
27

歩

⑤
 
半
田
・
笠
松

7
畝

29
歩

⑥
 
札

場
下

4
畝

16
歩

ーーーーーーーーーーーー--時司ー

⑦
 
下

原
5
畝

16
歩

4
畝
20

歩

⑧
 
内

下
原

1
反

⑨
 
外

下
原

1
反

5
畝

⑮
 
下

原
内

外

⑪
 
辻

子
堂

5
畝
26

歩

⑫
 
堂

ノ
下

l
反

2
畝

16
歩

⑬
 
中
小
分
(
文
)

5
畝

11
歩

5
畝

16
歩

⑬
 
越

前
田

1
反

5
畝

5
反

7
畝
22

歩
B
反

0
畝
23

歩

下
回

耕
地

面
積

(
筆

数
)

C
 

a
 +

 b
 +

 c
 

1
反

7
畝

7
歩

3
反

3
畝

13
歩
(
7
筆
)

2
畝

17
歩

2
畝

17
歩
(
1
筆
)

1
反

8
畝
21

歩
3
反

3
畝

14
歩

(
6
筆
)

2
反

2
畝

7
歩

3
反

7
畝
23

歩
(
7
筆
)

7
畝
29

歩
(
1
筆
)

4
畝

16
歩

(
1
筆
)

ー---ーー---・.骨骨--_-
.ー"・神崎

a骨骨値幅骨--ーーーー・----・・ー骨骨喝酔・

1
反

6
歩
(
2
筆
)

1
反

(
 1筆

)

l
反

5
畝

(
 1筆

)

I
反

l
反

(
 1筆

)

5
畝
26

歩
(
1
筆
)

6
畝
21

歩
1
反

9
畝

7
歩

(
3
筆
)

l
反

27
歩
(
2
筆
)

6
畝
21

歩
2
反

1
畝
21

歩
(
2
筆
)

8
反

4
畝

4
歩

2
町

2
反

2
畝

19
歩

(36筆
)

(B)内
高

分
米

高
耕

地
名

耕
地

面
積

(
筆

数
)

分
米

高

4
石

9
斗

4
升

2
合

①
 
門

前
2
反

4
畝
27

歩
(
9
筆
)

3
斗

5
升

9
合

4
石

8
斗

9
升

2
合

②
 
笠

松
4
反

9
畝

19
歩
(
6
筆
)

5(石
5
石74斗斗

96升升
8
合8)合

③
 
半

回
6
反

4
畝

6
歩

(23
筆
)

l
石

l
斗

9
升

5
合

7
斗

2
升

5
合

④
 
札

場
下

1
反

3
畝

5
歩

(
6
筆
)

⑤
 
中

者
7
畝
22

歩
(
5
筆
)

ー崎---骨骨・“_----・・ーーーー.
ーーーーーー四ー-ー・+伺'司--ーーーーー

1
石

5
斗

8
升

5
合

⑥
 
下

原
2
反

7
畝

13
歩

(14筆
)

I
石

5
斗

2
石

4
斗

1
石

4
斗

9
斗

3
升

9
合

⑦
 
辻

子
堂

3
反

1
畝

17
歩

(
8
筆
)

2
石

8
斗

1
升

8
合

⑧
 
堂

ノ
下

3
反

2
畝

4
歩

(
6
筆
)

1
石

6
斗

8
升

9
合

⑨
 
中

小
分

2
反

4
畝

(
4
筆
)

3
石

1
斗

8
升

自
合

⑮
 
三

〆
松

8
畝
28

歩
(
6
筆
)

⑪
 
不

明
2
畝

5
歩

(
1
筆
)

33
石

l
斗

3
升

O
合

2
町

8
反

4
畝26

場15
歩
)
(88

筆
)

45
石

5
斗

2
升

O
合

(
 2町

8
匠

5
畝

カ

破
線
よ
り
上
は
、

「
ー
ノ
門
前

J
(
原
地
籍
12)

・
「
二
ノ
門
前

J
(同

11)
内
の
耕
地
。
な
お
上
田
・
中
田
・
下
回
の
斗
代
は
、
ω

の
⑨
・
⑧
・
⑬
よ
り
、

1
石

6
斗
・

1
石

5
斗
・

l
石

4
斗
と

な
る
。

ゆ
い
同
~
i
l
!
i
'
キ
早
AJ経
由
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キ
梅
宮
型
車
主
斗
-
1
~
与
駅

15l+
1
1
純

国
府

表
III

除
地

分
耕

地
の

耕
作

者
と

保
有

面
積

・
分

米
高

ω
表

高

耕
作

者
名

上
田

中
回

下
回

.' 
百

c' 

①
0
伊左エ門(中柑

1
反

5
畝

2
反

5
畝

9
畝

8
歩

②
清

治
郎

5
畝
26
歩

6
畝

8
歩

6
畝
21

歩

③
O
多
左
ヱ
門
備
期

5
畝
19
歩

2
畝
19
歩

1
反

@
治

兵
衛

5
畝
11
歩

5
畝
22
歩

6
畝

4
歩

⑤
哨
右
エ
門
嗣

5
畝
26

歩
5
畝
16
歩

5
畝

6
歩

⑥
Q
丹
右
ヱ
門
機
杏
)

4
畝
16
歩

6
畝
10
歩

5
畝
10
歩

⑦
孫

四
郎

4
畝
11
歩

3
畝
17
歩

6
畝
13
歩

⑧
長

三
郎

7
畝
29
歩

⑨
 

甚
友
ヱ
門

3
畝

2
歩

4
畝
20

歩

⑮
 
六

助
鱗

7
畝
12
歩

⑪
 

多
良
治
郎

6
畝
24
歩

⑫
荘

三
郎

6
畝
21
歩

⑬
 
儀

右
ヱ

門
6
畝
21
歩

⑪
彦

兵
衛

5
畝

16
歩

1
畝

⑮
又

四
郎

6
畝

8
歩

⑬
孫

太
郎

6
畝

4
歩

⑪
 

治
左
ヱ
門

2
畝
15
歩

2
畝
17
歩

⑬
菊

五
郎

4
畝
17
歩

5
反

7
畝
22

歩
8
反

O
畝
23
歩

8
反

4
畝

4
歩

(
B
)
内
高

保
有

面
積

(
筆

数
)

分
米

高
耕
作
者
名

a' 
+
 b' 

+
ピ

4
反

9
畝

8
歩

(
4
筆
)

7
石

4
斗

4
升

7
合

①
0
中

村

1
反

8
畝
25

歩
(
3
筆
)

2
石

8
斗

1
升

7
合

②
例

会
永

1
反

8
畝

8
歩

(
3
筆
)

2
石

6
斗

9
升

6
合

③
0
浅

井

1
反

7
畝

7
歩

(
3
筆
)

2
石

5
斗

7
升

8
合

④
 

清
治

郎

l
反

6
畝
18
歩

(
3
筆
)

2
石

4
斗

9
升

7
合

⑤
山

口

1
反

6
畝

6
歩

(
3
筆
)

2
石

4
斗

2
升

2
合

⑥
0
熊

谷

1
反

4
畝
11
歩

(
3
筆
)

2
石

1
斗

3
升

4
合

⑦
 

治
兵

衛

7
畝
29
歩
(
1
筆
)

1
石

1
斗

9
升

5
合

⑧
 

彦
兵

衛

7
畝
22
歩

(
2
筆
)

l
石

1
斗

9
升

O
合

⑨
 
儀
右
ヱ
門

7
畝
12
歩
(
1
筆
)

1
 (石1
石3O斗斗

3O升升
6
合06)合合

⑮
 

又
四
郎

6
畝
24
歩
(
1
筆
)

1
石

O
斗

2
升

⑪
 

甚
左
ヱ
門

6
畝
21
歩
(
1
筆
)

9
斗

3
升

8
合

⑫
 

多
良
治
郎

6
畝
21
歩
(
1
筆
)

9
斗

3
升

B
合

⑬
山

田

6
畝

16
歩

(
2
筆
)

l
石

O
斗

2
升

5
合

⑬
 

長
三

郎

6
畝

8
歩
(
1
筆
)

9
斗

4
升

O
合

⑮
 

六(山口骨助
}
 

6
畝

4
歩
(
1
筆
)

8
斗

5
升

9
合

⑮
田

中

5
畝

2
歩

(
2
筆
)

7
斗

5
升

9
合

⑪
 

孫
治
良

4
畝
17
歩
(
1
筆
)

6
斗

3
升

9
合

⑬
 

弥(山五口骨郎
)
 

⑮
 

治
左
エ
門

⑫
 

治
三
郎

2
町

2
反

2
畝

19
歩

(36筆
)

33
石

1
斗

3
升

O
合

0
印
を
付
し
た
耕
作
者
は
行
者
。

4
名

の
行

者
だ

け
で

保
有

面
積

・
分

米
高

は
、
ω

・
(
B
)
と
も
全
体
の
45

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

保
有

面
積

(
筆

数
)

分
米

高

5
反

8
畝
10
歩

(14
筆
)

2
反

7
畝

9
歩

(
5
筆
)

2
反

3
畝

4
歩

(11
筆
)

2
反

2
畝
27
歩

(
8
筆
)

2
反

1
畝
27
歩

(
8
筆
)

2
反

O
畝
23
歩

(10
筆
)

1
反

9
畝
19
歩

(
4
筆
)

I
反

1
畝
23
歩

(
4
筆
)

1
反

l
畝
22
歩

(
2
筆
)

8
畝

7
歩
(
1
筆
)

7
畝
29

歩
(
4
筆
)

7
畝

14
歩

(
2
筆
)

7
畝
13
歩
(
4
筆
)

6
畝
20
歩
(
1
筆
)

6
畝
12
歩
(
1
筆
)

5
畝
28

歩
(
2
筆
)

5
畝

10
歩
(
1
筆
)

4
畝
24
歩
(
1
筆
)

4
畝
20

歩
(
3
筆
)

3
畝

15
歩

(
2
筆
)

号?lrtE4
艶
12ヂ

(88
筆
)
145

石
5
斗

2
升

O
合

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



分
米
高
を
記
し
、
全
体
で
三
六
筆
、
二
町
二
反
ニ
畝
毎
の
分
米
高
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
で
八
八
筆
、

一
九
歩
、
主
一
一
石
一
斗
三
升
、
耕
作
者
一
九
仇
r数
二
町
八
反
四
畝
一
五
歩
、
四
五
石
五
斗
二
升
、
二

O

え
る
(
表

H
-
mの
ω)
。
こ
れ
に
対
し
、
内
高
は
、
名
の
耕
作
者
を
あ
げ
て
い
る
(
表

H
-
mの
倒
)
。

庄
屋
占
当
山
江
正
明
書
上
之
写
左
之
通
、
除
地
高
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
広
狭
に
起

因
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
内
高
に
関
す
る
記

載
の
末
尾
か
ら
、
役
所
へ
の
申
告
に
際
し
て
操
作
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
一
方
、
除
地
分
耕
地

こ

し

ま

え

だ

な

か

し

ゃ

に
関
し
て
は
、
表
高
の
越
前
回
、
内
高
の
中
者
・
三

〆
松
が
一
致
せ
ず
、
下
作
地
の
一
部
移
動
が
認
め
ら

(
即
)

れ
る
。
し
か
し
、
両
者
に
共
通
す
る
門
(
ノ
)
前

か

さ

ま

つ

は

ん

だ

ふ

だ

ぱ

(
下
門
前
を
含
む
)
・
笠
松
・
半
田
・
札
場
下
は
二

(
問
)

ノ
門
前
」
・
「
二
ノ
門
前
L

内
の
耕
地
で
あ
り
、
辻

子
堂
・
下
原
の
耕
地
が
「
内
辻
堂
」
・
「
下
原
」
の

(
聞
)

地
籍
内
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
除
地
分
耕
地
の
七

i
八
割
が
「
宗
右
衛
門
尉
之

別
帳
」
に
記
さ
れ
た
「
道
を
限
而
、
辻
堂
ヨ
リ
上
」

に
散
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
別
帳
が
郡

帳
よ
り
「
被
相
除
」
た
分
、
つ
ま
り
除
地
分
を
記
し

た
基
本
的
台
帳
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
匂

以
上
か
ら
、
除
地
高
の
三
三
石
一
斗
三
升
(
実
質

的
に
は
四
五
石
五
斗
二
升
)
こ
そ
、
織
豊
政
権
以
来
、

西
福
寺
々
領
と
し
て
安
堵
さ
れ
て
き
た
是
時
・
久
延

両
名
の
内
徳
分
に
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
下
作

覚

半
田一

立
九
間

六
間五

十
四
坪

一半
目

立
二拾

二間間
十
坪

彦
兵
ヱ

j支

← 4 同
所

立
四拾

四間一
拾間
四
坪

半
田一

立
拾
四
間

拾
二
関

百
六
十
八
坪

村

中

中

同
所一

立
拾
一
間

四
間四

拾
四
坪

一半
困

立
九拾

百間三
十間
七
坪

谷

骨量

i実

一 半

立回
拾拾

百二六
九間間
十

坪
古口
作

一 半
目

立
九拾

百間六
四 間
十
四弥山
坪語口

存分

山

右
坪
数

八
千
五
百
三
拾
五
坪

此
回
数

59 

耕の
作よ 右

者う 之
名に 通俵
をほ辛相

未違百四弐
記ほ、二無三拾町
し耕 月 御 俵 五 八
て 1也 座:壱三石反
い別 健斗五四
るに 二斗畝

以升 弐拾
町縦上升五

、下分

表横 作 m ♂企

高の 雪事言喜喜
の間 JL Z空書
よ数昨引 当季 :
うと多重 』主i.
に坪右 霊E:
ーー米&-ヱ 候立・

筆勺門事 後長

此
分
米

此

井村井

さ
れ
て
い
た
除
地
分
耕
地
こ
そ
、
原
名
の
名
耕
地
の

名
残
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

上
知
一
件
に
は
、
も
は
や
「
是
時
名
L

や
「
久
延

名
」
と
い
う
呼
称
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
二

O

人
前
後
の
村
民
に
請
作
さ
せ
て
い
る
経
営
形
態
は
、

ま
さ
に
重
書
付
|
例
の
「
康
暦
元
年
ニ
ハ
十
三
人
し

て
も
ち
候
、
応
永
舟
二
八
人
し
て
も
ち
候
」
と
い
う

状
況
を
初
御
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
な
差
異

は
認
め
ら
れ
な
い
。

(
て
ら
し
た

か
ず
よ
し
)
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